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研究会報告

第2&3回 複雑系 札幌シンポジウム*講究録

(1996年2月22日受理)

序文

岡部靖意氏の主催した第1回複雑系札幌シンポジウムの後を受けて,平成6年8月に第ヽ
2臥 平成7年1月に第3L回の同シンポジウムを開催した,本報告書は,第2回,第3回
を合冊の形でまとめたものである｡ ｢複雑系札幌シンポジウム｣の主旨は,北海道大学数

学講究録 (series#33)として出版されている第1回の報告書に岡部氏の記述があるの
で,そちらを参照していただきたい｡

最近, ｢複雑系｣研究がさかんになり始めており,さまざまな人達が, ｢複雑系｣とい

う言葉を使ってはいるが,その合意するところは個々ばらばらであり共通認識が得られて

いるとはいいがたい｡最も危供■されることは,名前だけ目新しいものにつけかえて,皆で

バスに乗り遅れないように歩調を合わせる傾向が見受けられることである｡日本での複雑

系研究は,1980年代の前半から若手研究者を中心に進められてきた｡特に,カオス,
乱流,脳のダイナミクス,発展系としての生物系などの理解や新しい統計力学のわ

めざす物理学の若手研究者が,研究を主導してきた｡そこでは,従来の物理学のわ
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組に

おさまらない現象が数多く指摘され,新しい理解のためのわく組が模索されてきた｡要素

還元的な手法では十分な理解に到達できない系に対して,構成的方法が強調され,新たな

理論展開へと向かって一歩を踏み出したのである｡しかし一方で,新しい学問を構築する

時には数学的基礎づけが不可欠であるが上記の物理学者の活動においては数学者側からの

寄与が念頭に置かれていたとはいいがたい｡

第2回と第3回複雑系札幌シンポジウムでは,このような経緯を受けて,応用数車者が
中心となって,複雑現象の共通普遍項の抽出をめざし,さらには,複雑系の構成論と計算

論の構築に向けて会を組織した｡複雑系においては,外的制御の困難さが存在することが

指摘されている｡このことにより,時に実験事実は ｢事実｣には違いないが, ｢真実｣で
あるとはいえない場合が存在する｡我々は今まで,現象を観察し,あるいは観測すること

により,系に対する直観 (｢物理学的直観｣, ｢化学的直観｣, ｢生物学的直観｣など)
を養ってきた｡しかし複雑系においては,しばしば ｢反直観的｣な事態に直面する｡我々

が,実験を通して養ってきた直観がもはや通用しなくなることが起こり得るのである｡例

えばカント-ル集合そのものは, ｢直観的｣に理解することは困難であるが,その構成喋

を理解することで,我々は極限集合を想像することができるo さらには,カ.ントール集合
上に制限された諸現象を直感することは難しい｡このような事態において我々は新しい直

観をいかにして獲得したらよいか｡一つの可能な方法は,計算機を,新しい宇宙とみなし

て,そこでの"現象"に慣れ親しむことであろう｡これが,構成論と計算論が複雑系理解

のために必要になる理由である｡

津田 一郎

*このシンポジウムは平成6年度文部省科学研究費総合研究A

｢複雑現象の数理的構造の理解と研究方法の開拓のための複雑系の構成論および計算
論｣(研究代表者 津田一郎)
により行われたものである.
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